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BOOK SHELF
外
貨
収
入
や
雇
用
創
出
な
ど
の
経
済
効

果
が
期
待
で
き
る
観
光
産
業
は
途
上
国
に

お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
し

か
し
、
ご
存
知
の
と
お
り
最
近
、
観
光
を

め
ぐ
る
状
況
は
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
た
二
○

○
一
年
の
国
際
観
光
は
一
九
八
二
年
以
来

初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
記
録
し
た
。

そ
の
後
も
何
度
、
渡
航
規
制
が
し
か
れ
る

事
態
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
年
は
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
と
い
う
新
た
な
脅
威
が
観
光
産
業
に

大
き
な
打
撃
を
加
え
て
い
る
。
日
本
は
国

際
観
光
の
主
要
送
り
出
し
国
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
今
年
は
海
外

旅
行
を
控
え
る
人
も
多
い
に
ち
が
い
な
い
。

こ
こ
で
観
光
が
途
上
国
に
及
ぼ
し
て
き
た

影
響
や
、
望
ま
し
い
観
光
開
発
の
あ
り
か

た
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

途
上
国
観
光
開
発
の
負
の
側
面
を
取
材

し
た
も
の
に
、
松
井
や
よ
り
著
『
ア
ジ
ア

の
観
光
開
発
と
日
本
』（
新
幹
社
　
一
九

九
三
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
台
湾
や
東
南

ア
ジ
ア
の
観
光
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
、

開
発
地
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
い
っ
た
人
々
、

売
買
春
問
題
、
観
光
開
発
に
お
け
る
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
態
報
告
で
あ
る
。

研
究
文
献
で
は
人
類
学
の
分
野
で
の
成

果
が
目
立
つ
。
山
下
晋
司
編
『
観
光
人
類

学
』（
新
曜
社
　
一
九
九
六
年
）
は
、
観

光
に
関
す
る
「
教
科
書
の
よ
う
な
も
の
」

を
意
図
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
植
民
地
の
文

化
政
策
と
し
て
の
観
光
、
持
続
可
能
な
観

光
開
発
、
観
光
と
性
、
民
族
文
化
の
演
出
、

観
光
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
メ
デ
ィ
ア
等
々
、

一
五
章
に
わ
た
っ
て
世
界
各
国
を
事
例
に

あ
げ
て
観
光
を
考
察
す
る
枠
組
み
を
提
示

す
る
。
写
真
も
豊
富
で
、
親
し
み
や
す
い
。

同
じ
く
山
下
晋
司
著
『
バ
リ
―
―
観
光
人

類
学
の
レ
ッ
ス
ン
』（
東
京
大
学
出
版
会

一
九
九
九
年
）
は
バ
リ
島
を
主
な
事
例
と

し
て
観
光
が
文
化
生
成
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
る
か
を
描
き
出
し
て
い
る
。
橋

本
和
也
著
『
観
光
人
類
学
の
戦
略
―
―
文

化
の
売
り
方
・
売
ら
れ
方
』（
世
界
思
想

社
一
九
九
九
年
）
は
、
観
光
研
究
が
周
辺

の
諸
々
の
領
域
を
と
り
こ
ん
だ
曖
昧
な
領

域
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
、
観
光
を
問
題

に
す
る
意
味
を
問
い
直
す
。
著
者
が
導
き

だ
し
た
観
光
の
定
義
は
「
異
郷
に
お
い
て
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
を
、
ほ
ん
の
少

し
、
一
時
的
な
楽
し
み
と
し
て
、
売
買
す

る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
観
光

地
で
い
か
に
文
化
が
「
観
光
文
化
」
と
し

て
売
ら
れ
て
い
る
か
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
中
国
な
ど
の
事
例
を
通
し
考

察
す
る
。
橋
本
和
也
・
佐
藤
幸
男
編
『
観

光
開
発
と
文
化
―
―
南
か
ら
の
問
い
か

け
』（
世
界
思
想
社
　
二
○
○
三
年
）
は
、

世
界
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
先
進
国
や
都
市
住
民
が
、
周
辺
で
あ
る

「
未
開
」
や
「
自
然
」
を
訪
れ
る
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
。

石
森
秀
三
編
『
観
光
の
二
○
世
紀
』

（
ド
メ
ス
出
版
　
一
九
九
六
年
）
は
、
一

九
九
四
年
に
国
立
民
族
学
博
物
館
で
行
わ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
書
。
一
九
世

紀
か
ら
現
代
ま
で
の
観
光
の
変
容
、
民
族

文
化
の
商
品
化
、
社
会
主
義
国
に
お
け
る

観
光
立
国
、
観
光
と
売
買
春
、
遺
跡
観
光
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
い

る
。
国
立
民
族
学
博
物
館
で
は
継
続
し
て

観
光
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

一
九
九
九
〜
二
○
○
一
年
の
「
自
立
的
観

光
の
総
合
的
研
究
」
で
は
従
来
の
観
光
が

迎
え
入
れ
る
地
域
社
会
に
負
の
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

様
々
な
観
点
か
ら
地
域
社
会
主
導
に
よ
る

観
光
を
検
討
し
た
。
そ
の
成
果
報
告
書
と

し
て
二
○
○
一
年
に
石
森
・
西
山
徳
明
編

『
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
総
合
的

研
究
』、
石
森
・
真
板
昭
夫
編
『
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
総
合
的
研
究
』、
二
○
○
三

年
に
石
森
・
安
福
恵
美
子
編
『
観
光
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

経
済
学
に
お
い
て
は
観
光
研
究
の
方
法

論
が
検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
の
よ
う
で
あ

る
。
Ｍ
・
Ｔ
・
シ
ン
ク
レ
ア
／
Ｍ
・
ス
タ

ブ
ラ
ー
著
『
観
光
の
経
済
学
』（
学
文
社

二
○
○
一
年
）
は
、
観
光
の
研
究
に
有
効

な
分
析
手
法
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
分

析
す
べ
き
課
題
を
提
起
す
る
。
途
上
国
の

状
況
に
も
目
が
行
き
届
い
て
い
る
。

『
途
上
国
観
光
論
』（
学
文
社
　
一
九
九

九
年
）
は
、
観
光
地
理
学
者
マ
ー
チ
ン
･

オ
ッ
パ
ー
マ
ン
、
観
光
論
の
ケ
ー
・
ス

ン
・
チ
ョ
ン
の
共
著
で
、
大
学
、
大
学
院

レ
ベ
ル
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
書
か
れ
た
。

訳
者
（
内
藤
嘉
昭
氏
）
に
よ
れ
ば
初
の
体

系
的
な
途
上
国
の
観
光
研
究
文
献
で
あ
る
。

駄
田
井
正
編
著
『
二
一
世
紀
の
観
光
と

ア
ジ
ア
・
九
州
』（
九
州
大
学
出
版
会

二
○
○
一
年
）
は
、
韓
国
、
中
国
、
タ
イ
、

台
湾
お
よ
び
日
本
の
観
光
政
策
、
観
光
行

政
、
観
光
の
現
状
を
ま
と
め
て
い
る
。

島
川
崇
著
『
観
光
に
つ
け
る
薬
―
―
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
理
論
』

（
同
友
館
　
二
○
○
二
年
）
は
書
名
か
ら

察
せ
ら
れ
る
と
お
り
一
般
読
者
向
け
の
語

り
口
だ
が
、
最
近
の
新
し
い
観
光
の
諸
概

念
を
明
確
に
整
理
し
、
説
得
力
の
あ
る

「
持
続
可
能
な
観
光
」
論
を
展
開
す
る
。

イ
ン
モ
ラ
ル
な
も
の
は
諸
々
の
問
題
を
引

き
起
こ
し
、
結
果
と
し
て
不
経
済
で
あ
り

持
続
可
能
性
が
な
い
と
し
て
、
売
春
、
カ

ジ
ノ
等
を
批
判
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ

る
。エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
持
続
す
る
開
発
を

可
能
に
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
観
光
の
形

態
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
沿
革
や
各
国
の
現
状
な
ど
を
客

観
的
に
ま
と
め
た
も
の
に
、
小
方
昌
勝
著

『
国
際
観
光
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』（
文
理

閣
　
二
○
○
○
年
）
が
あ
る
。
前
述
の
い

く
つ
か
の
本
で
も
そ
の
意
義
や
課
題
を
論

じ
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
自
然
破
壊
が
進

む
と
い
っ
た
負
の
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
地
域
社
会
の
利
益
を
総
合
的
な
観
点

か
ら
配
慮
し
た
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

（
い
し
い
　
み
ち
こ
／
図
書
館
図
書
整

備
課
長
）

石
井
美
千
子

観
光
と
発
展
途
上
国
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